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1. 平成30年3月期第3四半期の業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 6,742 2.3 △137 ― △105 ― △86 ―

29年3月期第3四半期 6,588 △4.1 72 214.3 102 88.4 55 142.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 △16.79 ―

29年3月期第3四半期 10.81 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第3四半期 9,718 6,793 69.9 1,316.66

29年3月期 10,461 7,105 67.9 1,376.34

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 6,793百万円 29年3月期 7,105百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 55.00 55.00

30年3月期 ― 0.00 ―

30年3月期（予想） 55.00 55.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,000 0.7 785 △3.5 820 △3.7 560 △2.6 108.51

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．６「２．四半期財務諸表及び主な注記　（３）四半期財務諸表に関する注記事項　（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の
適用）」をご覧ください。

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 5,205,000 株 29年3月期 5,205,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 45,443 株 29年3月期 42,388 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 5,160,870 株 29年3月期3Q 5,166,313 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の前提条件に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注記事項等については、添付資料のＰ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）業績予想などの将来予想情報に関す
る説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期累計期間におきましては、引き続き港湾インフラ整備案件が活発に出件され、受注高は、

前年同期に比べ 591 百万円増の 9,287 百万円となりました。売上高は、防汚の大型工事売上が抜けるな

ど陸上部門の減はあったものの、港湾関連のＲＣ売上が伸び、前年同期に比べ 153 百万円増の 6,742 百

万円となりました。受注残高は、前年同期末に比べ 200 百万円多い 4,311 百万円を確保しております。 

 損益面では、売上高及び利益が第４四半期会計期間に集中する事業特性から、当第３四半期累計期間

は、105 百万円の経常損失（前年同期 102 百万円の利益）、86 百万円の四半期純損失（前年同期 55 百万

円の利益）となりました。原材料価格の上昇や労務費の増加などのコストアップ要因もあり、経常損益

は、利益率の高い大型案件の完成が多かった前年同期に比べ 207 百万円の減益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期会計期間末の総資産につきましては、前事業年度末に比べ 742 百万円減の 9,718 百万円

となりました。主な減少要因は完成工事未収入金及び売掛金の減 1,586 百万円、現預金の減 221 百万円

であり、主な増加要因は関係会社預け金の増 263 百万円、未成工事支出金及びその他たな卸資産の増 573

百万円であります。 

負債につきましては、前事業年度末に比べ 430 百万円減の 2,925 百万円となりました。主な減少要因

は支払手形及び工事未払金の減 227 百万円、賞与引当金の減 179 百万円、及び流動負債その他に含まれ

る未払法人税等の減 308 百万円であります。 

純資産につきましては、前事業年度末に比べ 312 百万円減の 6,793 百万円となりました。これは主に

配当金の支払い 283 百万円による利益剰余金の減 370 百万円によるものであります。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 29 年 11 月６日に公表いたしました業績予想から修正は行っておりません。 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

 （四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

 

（原価差異の繰延処理） 

定期的な修繕が特定の四半期に行われるために発生する原価差異は、予定原価が年間を基礎に設

定されており、原価計算期間末までに解消が見込まれるため、当該原価差異を流動資産（その他）

として繰り延べております。 

 

  （税金費用の計算） 

税金費用につきましては、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該

見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。 
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